
　社会資本総合整備計画 事後評価書             令和03年10月06日

計画の名称 福岡県安全・快適な魅力ある公園づくり事業

計画の期間   平成２７年度 ～   平成３１年度 (5年間) 重点配分対象の該当

交付対象 福岡県,筑紫野市,みやま市,久山町,苅田町

計画の目標 　福岡県においては、県民1人あたりの都市公園面積が目標である10㎡に到っていないのが現状である。また、既設の都市公園においては施設の老朽化が進んでいる状態であり、安全で安心して利用できるように維持管理を行う必要がある。

　そこで、新たな都市公園の整備や既存公園の施設の改築・更新を行い、多くの方が安全で快適に利用でき、魅力ある都市公園づくりを目指す。さらに、緑豊かな都市環境の形成や魅力ある地域づくりに寄与する都市公園を目指す。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）               4,300  Ａ               4,300  Ｂ                   0  Ｃ                   0  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）         0 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

（H27当初） （H29末） （H31末）

   1 計画内の都市公園事業で整備している都市公園の供用面積を増やす。

計画内の都市公園事業で整備している都市公園の供用面積を60.3ｈａから106.1ｈａ以上に増やす。 60ha ha 106ha

   2 県民意識調査（インフラ・社会基盤整備）において、力を入れてほしい施策「県民憩いの場となる都市公園、自然公園の整備・充実」の比率を減らす。

県民意識調査（インフラ・社会基盤整備）において、力を入れてほしい施策「県民憩いの場となる都市公園、自然公園の整備・充実」の比率29.3％を27.5％以下に減ら

す。

29% 28% 27%

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む －

1 案件番号： 0000343091



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 H27 H28 H29 H30 H31 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

都市公園・緑地等事

業 A12-001

公園 一般 福岡県 直接 福岡県 － － 都市公園事業（筑後広域

公園）

公園整備　99.6ｈａ 筑後市・みやま

市

 ■  ■       2,724 －

A12-002

公園 一般 筑紫野市 直接 筑紫野市 － － 都市公園事業（筑紫公園

）

公園整備　3ha 筑紫野市  ■  ■  ■  ■  ■         380 －

A12-003

公園 一般 みやま市 直接 みやま市 － － 都市公園事業（高田濃施

山公園）

公園施設改築・更新 みやま市  ■           3 －

A12-004

公園 一般 久山町 直接 久山町 － － 吸収源対策公園緑地事業

（久山町総合運動公園）

公園整備　40ha 久山町  ■  ■  ■  ■  ■         698 －

A12-005

公園 一般 苅田町 直接 苅田町 － － 都市公園事業（与原公園

）

公園整備　2.0ｈａ 苅田町  ■  ■  ■  ■  ■         495 －

 小計       4,300

合計       4,300
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事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期
事後評価の実施時期

公表の方法

○事業効果の発現状況

定量的指標に関連する
交付対象事業の効果の発現状況

定量的指標以外の交付対象事業の
効果の発現状況（必要に応じて記述）

○特記事項（今後の方針等）

県民意識調査（インフラ・社会基盤整備）においては、県内居住の18歳以上の男女を
対象に無作為抽出し、調査を実施する。

事後評価の実施体制

0000343091案件番号：

令和２年７月１０日～令和２年８月３日

ホームページ及び閲覧

計画内の都市公園の供用面積が60haから121haに至り、計画内の生活圏での1人当り都市公園面積が8.56㎡/人から8.75㎡/人に増
加した。
県民意識調査において、力を入れてほしい施策として「県民憩いの場となる都市公園、自然公園の整備・充実」を求める回答が
29％から24％になり、これまで増加傾向から減少傾向に転じ、公園整備・充実が図られた。

引き続き、都市公園の整備及び既存公園の施設の改築・更新、維持管理を図り、魅力ある都市公園づくりを進める。



○目標値の達成状況

番号
指標（略称）
目標値／実績値 目標値と実績値に差が出た要因

 1

都市公園の供用面積

最　終
目標値
106ha

最　終
117ha

実績値

 2

県民意識調査の力を入れてほしい施策「都市公園の整備・充実」の比率

最　終
目標値
27%

最　終
24%

実績値
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